
ツイートを利用した地域別の
市民同士のつながりを評価する指標の提案

1．研究目的と背景

⚫ コロナ禍・・孤立化が深刻化

→うつ病などの気分障害にも影響

⚫ Twitter上には，市民のつながりに関するツイートが存在

ツイートで人同士のつながりの強さを定量化し，

地域に着目した気分障害との関連性を分析

ソーシャルキャピタル[1, 2]

において人同士のつながりを分類

1. 橋渡し型・・・外部志向・異質的なつながり

2. 結合型 ・・・内部志向・同質的なつながり

ラベルの定義

ラベル名 ラベルの種類

つながりの情報の有無 「有」，「無」

つながりの形態 「オンライン」，「オフライン」等

つながりに対する評価 「肯定的」，「否定的」等

ラベル名 ラベルの種類

イベントなどへの参加状況 「現在参加している」等

イベントなどの形態 「オンライン」，「オフライン」等
イベントなどへの参加度

職場関係者・友人

親族とのつながり度

⚫ 対象都市：水戸市，大分市，高崎市，青森市

→気分障害の患者数増加率が上位，下位の都市で

合計16,000件のツイートを含むデータセット

⚫ RoBERTa[3] の分類性能が BERT[4]と比較して有意に向上*
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指標：イベントなどへの参加度

ラベル：「イベントなどへの参加状況」の分類性能

* t 検定で有意差あり（有意水準 5%，両側検定）

（1）上半期・下半期で相関係数を算出
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青森市：気分障害患者数と現在参加のツイート数の推移

気分障害患者数 現在参加のツイート数（オンライン）

（人）

（2）冬季（10月~3月）で相関係数を算出

気分障害患者数とつながりに対する評価が「否定的」のツイート数の相関係数

対象時期 ラベルの種類
都市名

水戸市 大分市 高崎市 青森市

2020年4月～2020年9月
つながりに対する評価

（否定的）

0.399 -0.157 0.729 -0.536

0.793 0.266 0.726 0.1372020年10月～2021年3月

2021年4月～2021年9月 0.354 -0.139 -0.538 0.505

（3）傷病を「うつ病」と「うつ状態」に絞り込んで相関係数を算出

外出自粛で
誰とも遊べない…

橋渡し型 結合型

肯定的・・つながりの対象である相手との関係が良好

否定的・・つながりの対象である相手との関係が険悪

今日は家族でプチ旅行
に行きます！コロナ対策
万全で楽しみます

旦那がいびきをかいて寝てる。
せめて私のいない所で寝ろ。

ラベル名：つながりに対する評価

5b-5-3（day2）

2020 年上半期：Zoom 等を用いた交流のツイートが
みられ，気分障害患者数の減少に影響を与えた可能性

コロナ
ばか！

もう我慢
できない

コロナに対する不満が現れにくい時期であったため
相関がみられた可能性

気分障害患者数を用いた方が分析に適していると考えられる
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否定的肯定的

ツイートに基づき人同士のつながりを評価する指標の提案

2. 関連研究

3. 提案手法

4. ラベルの分類実験

5. 都市別分析

6. まとめ

1.イベントなど
への参加度

2. 職場関係者
とのつながり度

3. 友人との
つながり度

4. 親族との
つながり度

ツイート

Ⅱ．検索クエリで
ツイート抽出

Ⅲ．ラベルを付与

Ⅳ．月単位で
ツイートを
集計

Ⅰ．指標の定義

RoBERTa[3] または BERT [4]

ラベル付き
ツイート

ラベル付き
ツイート

ラベル付き
ツイート

ラベル付き
ツイート

「参加」 「部長」… 「友達」… 「母」…

ツイート ツイート ツイート

橋渡し型 結合型

都市ツイート

ソーシャルキャピタルの概念を基に4つの指標を定義

気分障害患者数：日本システム技術会社メディカルデータベース
「REZULT1」により算出

1.https://www.jastlab.jast.jp/rezult_data/

⚫ 指標「イベントなどへの参加度」によって，2020年上半期におけるZoom等を用いた

オンライン上の交流が，気分障害患者数の減少に寄与した可能性があることを示した

⚫ 指標：「親族とのつながり度」によって，コロナへの不満が少ない2020年冬季に

おける否定的な交流が，気分障害患者数の増加に寄与した可能性があることを示した
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実験結果：親族とのつながり度

実験結果：イベントなどへの参加度

患者数 対象時期 ラベルの種類
都市名

水戸市 大分市 高崎市 青森市

気分障害

2020年1~6月
現在参加している

(オンライン)

-0.157 -0.448 -0.319 -0.656

うつ病と
うつ状態

-0.249 -0.217 0.089 -0.719

実験結果：イベントなどへの参加度

https://doi.org/10.48550/arXiv.1907.11692
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